
■ 山を借りた海のまちづくり「夢」構想。/ 海上からの立面、山の造成竣工絵図

震災復興「夢」構想

　その上で、その先の日本・国土計画「夢」構想を提案します。

地震、津波、原発放射能とまだまだ災害の

渦中にあります。いくつもの町や集落が根

こそぎ海中の瓦礫と化しました。地震の威

力も凄まじいもので、一帯の地盤沈下も引

き起こしながら、国土地形を変えてしまう

までの事態も招きました。想定のもと築か

れた防波堤も、津波は簡単に乗り越えなが

ら町の営みを呑み込みました。そればかり

か、その防波堤そのものも破壊しながら、

想定をあざ笑うかのような力を文明に見せ

付けたのです。その威力にはどんなに堅牢

な建築たりとて及びませんでした。

さて、その被災地の地勢や人々の暮らし向

き事情も様々です。仮設住宅供給のあり方

を見るならば、結束力の強いコミュニテイ

単位での移住の可能性を、どこまで受け入

れられるのかは大きな問題です。また仮設

集落が山越えを経ての平場ともなれば、海

の仕事にも大きな影響を及ぼします。

かといってこの期に及び、瓦礫を整理しな

がらの被災地平場という選択はもう考えな

いでほしいと思います。自治体も条例整備

のもと、災害危険区域としての建築制限を

かけながら、新たな都市計画の線引きをす

るはずですので、ここは後世代のためにも

踏ん張っていただきたいものです。

この場所に堅牢なコンクリートのビルが必

要なのではありません。また、木造住宅が

脆いから不向きなのでもありません。それ

らを築きながら町を営んできた〈場所〉が

ふさわしくなかったと判断しなくてはなら

ないのだと思います。

以上のことから、今後気の遠くなるような

長い復興整備に取り組むにあたり、決して

短期では済まされない仮住まいのあり方も

考えるべきでしょう。それは現在進行中の

仮設住宅環境では、数の分だけ暮らしにく

さが、すぐさま問題になること必至だから

です。私たちのここでの役割は、目下の仮

設住宅の補足補充案づくりではありません。

現行の応急仮設住宅だけでは済まない、そ

の次の住まいのあり方を、具体的仕様を持

って提案することにあります。かつての所

有地に帰ることは、もうおそらく出来ませ

ん。仮設というならば、また次の仮設への

引越しを余儀なくされる事でしょう。ただ、

もしその受け皿となる住まいに、「住みや

すさ」が備わっているならばどうでしょう。

そこはまさに、新しい市街地工事期間中の、

新しいまちづくり準備集落としての活用が期

待できるのではないでしょうか。そういう

したいと思います。

建築仕様は、すぐそこの足元の「木」が資

材です。つまり木の国だから出来ることを、

素直に利用しようというものです。

   
 



■  山の造成以降、宅地整備事業の成果。/ 新しいコミュニティ
   新しい沿岸光景絵図

■ 山を借りたその次の仮住まい集落づくり。/集落風景立面絵図

仮設住まいも2段構えなら壮大な新しいまち

づくりの復興プロジェクトも、やはり山の2

段活用が見込まれます。平場が無い以上、

次の仮設集落はやはり山を借りるしかあり

ません。一方で、海の町の後ろ盾だったそ

の山は、新市街地を形成する造成地として、

やはり借りなくてはなりません。したがっ

て仮設集落はいずれ新市街地に組み込まれ

るという、造成の2段活用をプログラムする

ことになるのです。その町の必要スケール

に合わせて、山が造成されます。極力切り

土を主体としながら、仮設集落を含めた造

成が開始されます。

緩やかな丘陵地の連なりがかつての町の平

場を見下ろします。広大な広がりの旧市街

地も、今後緑豊かな海浜公園に育てていき

ます。海の営みは再開され、そのための施

設も港湾と共に整備されます。施設は橋桁

にのっかりながら防波ではなく通波、流波

と表現をかえた避難施設でもあります。漁

協をはじめ、あらゆる流通拠点として付帯

施設も様々入居、振興します。そして、ひ

とたび山手に目を転じるならば、その前に

はおおらか緩やか丘陵の市街地が横たわり

ます。山の断面には、沢山の目が刻まれて

います。これは本来ビルデイングタイプの

公共施設や店舗などが集合入居する山の建

築です。緩やかな山の斜面は戸建住宅街区

になります。もちろん木造建築主体のコミ

ュニティが生成されます。第二の仮設住宅

は納屋になったり、ショップになったり、ま

だまだ住まいだったりと、新しい町と難無く

交流します。ここで重要なことは、全てに

おいてはランドスケープ構想が先にあるこ

とです。決して建築的論理を優先してはい

けません。しっかりとそこの地勢や土地柄

の読み込み作業の中にしか、その先のプロ

グラムを見出すことはないからです。

つまりそんな「夢」を描きたいのです。そ

んな夢の復興構想計画であれば、遠い将来

の子孫たちからもきっと受け入れてもらえ

るはずです。次の10年の住まいは、その集

落ごと、その先の日本、新国土計画「夢」

の一躍も担うことになります。
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枘差し加工の上、木割れ防止ビス

枘












